
2017 年秋季大会アンケート結果の報告 

2018 年 5 月 11 日  日本気象学会 講演企画委員会 
 
当委員会では、2017 年秋季大会参加者を対象に Web サイトでのアンケートを実施しました。その結果

を報告します。自由記述については、まとめの報告とさせていただきます。結果は今後の大会運営等に

活かすほか、学会理事会、本大会実行委員会に加え、大会を担う各支部の理事会にもフィードバックし

ております。ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。 
 
必須の選択式設問 

 



 
 

まとめ： 

 身分  任期無し研究者または技術者が 5 割強（前回は 4 割）。 
 年齢  40 代が 5 割(前回は 3.5 割)。今回のは前回よりも中堅の方の割合が多かったようです。 
 会期(4 日間)  ちょうどよいが 7 割強（前回は 6 割強）、長い（もっと短くていい）が 2 割強、短いと

いう意見はわずか。（この質問以降は、意見なしを選択肢に入れているがまとめでは割愛。） 
 口頭発表の一件当たりの時間  ちょうどいいが 8 割弱（6 割弱）、短いが 2 割、長いはわずか。 
 ポスター会場の広さ  狭いが 8 割（前回は 4 割強）、十分が１割 
 ポスター発表の時間  ちょうどいいが５割強、短いが４割弱、長いはわずか。 
 大会会場ならびに運営全般について  満足が 6 割、改善すべき点があるが 3 割 
 

前回も過半だった、発表時間に満足しているという回答の割合がさらに増えました。秋季大会初の 4 日

制でしたが、ちょうどいいという意見が多かったです。今回のポスター会場はやや狭かったようです。 
 

自由記述欄に寄せられたご意見のまとめ 

 

● 口頭発表時間の取り方について（回答１２件） 
前回同様、一件あたり 15 分の確保が望ましいという意見が複数ありました。（ただし、選択式回答では

満足が８割ですので、現状より減らなければ概ね満足と考えられそうです。） 
 
● ポスター会場について（回答２４件） 
今回はコメントでも狭いという指摘が多かったです。掲示時間の延長を求める意見が複数ありました。

その他、改善に関する具体的な指摘が多数寄せられました。 
 
● 大会会場・運営全般について（回答２７件） 
名札等の事前送付は大変好評でした。時間割などに関する要望、会場の狭さ、D 会場が離れていたこと



に関する指摘、その他、改善に関する具体的な指摘等が多数寄せられました。 
 
● 大会全般（今大会に限らず）について（回答１６件） 
前回に引き続き、予稿集（または予稿集 PDF）を参加費に含めて欲しい（参加費が値上げになっても）

という意見が複数出ました。事前郵送の継続を望む意見が複数ありました。他に、懇親会、会場の広さ

の確保、曜日、地球惑星科学連合(JpGU)との関連、発表の質の確保、高校生の参加促進などについての

意見がありました。JpGU との関連については前回のアンケートまとめをご覧ください。 
 
● 口頭発表のセッションキーワードについて 
何件かご提案がありました。 
 


